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本授業の意義 中教審の検討資料から

複数学年で合同の授業や活動を実施することにより、

本授業では小学6年と中学1年

平成24年 中央教育審議会 初等中等教育分科会 「資料2 小中連携、
一貫教育に関する主な意見等の整理」 2 小中連携、一貫教育の推進
について

① 異学年の児童生徒が交流することで異年齢の他者と望
ましい人間関係を形成することができる。
② 学習への動機付けが明確になる。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
このような複数の学年が一緒になって行う授業について、(クリック）中央教育審議会の平成２４年の初等中等教育分科会の「小中連携、一貫教育の推進について」という資料の中で、次のように述べられています。（クリック）「複数学年で、（クリック）本授業では小学6年と中学1年ですが、合同の授業や活動を実施することにより、異学年の児童生徒が交流することで異年齢の他者と望ましい人間関係を形成したり、学習への動機付けが明確になったりするなどの教育的効果が期待される。特に、小学校教育と中学校教育の円滑な接続を考えた場合、小学校6年生と中学校1年生について、総合的な学習の時間や特別活動等において合同の授業や活動を実施することも考えられる。（中略）なお、その場合には、児童生徒の発達の状況や教科等の特性を踏まえた上で、各学校段階や学年の段階に即した目標の実現や内容の修得が求められることに留意する必要がある。」というものです。
狛江市の実践は、今ご紹介した中教審の資料で述べられている一般的な意義に加え、このような形態の授業を英語の授業で行ったことに意義があると考えます。折しも今次の学習指導要領で外国語が教科になり、教科としての小中の接続がどうあるべきか一層の議論が期待されているところです。




本授業の意義 令和３年度「英語教育実施状況調査」 文部科学省

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
第６回講座の中でもお示しした文部科学省の「令和３年度英語教育実施状況調査」をもう一度見ていただきたいのですが、小中連携については７２．５％の学校が取り組んでおり、その中の３９．７％が小中の「交流」すなわち、指導方法等についての検討会や授業参観後の研究協議等に取り組んでいると回答していました。この中には、教員が互いの学校を訪問して行う授業が含まれており、そのような実例は数多く耳にするところですが、小中学生が交流して行う授業形態については、具体的な実践事例がインターネットなどで調べても限られた数にとどまっており、必ずしも事例の多いものではないことが窺われます。狛江市の今回の授業はその限られた事例の一つになります。





本授業の意義 小学生にとって

中学校での英語学習への見通しがもてる

小学生は、自分も中学生になれば英語でさらにコミュニ
ケーションができるようになるのだということを認識し、中
学校での英語学習の見通しをもつことができる。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
この授業を通して小学生は、自分も中学生になれば英語でさらにコミュニケーションができるようになるのだということを認識し、中学校での英語学習の見通しをもつことができます。



本授業の意義 中学生にとって

英語の力を一層伸ばしたいと思うきっけになる

中学生は、小学生に教えたり一緒になって考えたりするこ
とを通して、自分の英語の知識を確認するとともに、英語
の力を一層伸ばしたいと思うきっかけになる。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
また、中学生は、小学生に教えたり一緒になって考えたりすることを通して、自分の英語の知識を確認するとともに、英語の力を一層伸ばしたいと思うきっかけになります。この、中学生が小学生に教えることについては、のちほど石鍋教授からも説明があります。
以上、私からは本取組の意義についてお話しいたしました。




文部科学省
平成26～29年度
外国語教育強化
地域事業

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここからは、石鍋がお話をさせていただきます。
これは、8月の第6回講座でお示しした文科省　平成26～29年度　外国語（英語）教育強化地域拠点事業、
山口県光市立室積小学校・室積中学校の「小・中連携した活動事例」です。（クリック）



・「架け橋プロジェク
ト」（年7回）

・合同の指導案づくり

・小中それぞれの教科
書を教員に配布して

それぞれの理解を図る。 ・池田周先生のHPを
活用し、「教材・
内容・指導法の共
有」の視点を明確
にしている。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
拡大してみてみます。
小中の連携を「人」・「もの」・「方法」の3つに分類しているようです。
「人の連携」は、さらに「教職員のつながり」と「児童・生徒のつながり」に分けています。

狛江市の実践はこの「人の連携」の中でも「児童・生徒のつながり」の部分（クリック）を見せてくださったわけです。
このような「児童生徒のつながり」をこれから増やしていってほしいものですね。
狛江市の実践が価値のある実践であったことがわかります。
参考までに小中連携の取組について狛江市に聞き取りましたので簡単に紹介します。（クリックしながら読み上げる×3）

今後、本講座に参加してくださっているどの学校においても、教育委員会や学校全体のご理解のもと小中交流授業などをさらに工夫していってください。






小学生と中学生の交流授業

• 小学生にとってメモを取ることは難しい。

• 小学生は基本的に「書き写す」ことが中心。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここからは、より充実した接続を目指して、私たちなりのアドバイスをさせていただきます。

まずは、自己紹介を聞いてすぐにメモを取るということについてです。
小学生にとって、メモすることは非常に難しいものです（クリック）。
なぜなら、小学校では「書き写す」ことが書く指導の中心（クリック）だからです。

小学校の先生方は、中学校の先生方に対して、「書くこと」の指導内容を事前に伝えることが大切です。
中学校の先生方は、小学校での「書くこと」について理解をしておかねばならないことは当然です。

ここで、小学校学習指導要領の「書くこと」について見てみましょう。（クリック）




小学校学習指導要領 外国語
第2 各言語の目標及び内容等
英語 2内容
(3）言語活動及び言語の働きに関する事項①言語活動に関する事項

オ 書くこと
（ア）文字の読み方が発音されるのを聞いて，活字体の大文字，小文字を

書く活動。
（イ）相手に伝えるなどの目的をもって，身近で簡単な事柄について，音声

で十分に慣れ親しんだ簡単な語句を書き写す活動。
（ウ）相手に伝えるなどの目的をもって，語と語の区切りに注意して，身近

で簡単な事柄について，音声で十分に慣れ親しんだ基本的な表現を書
き写す活動。

（エ）相手に伝えるなどの目的をもって，名前や年齢，趣味，好き嫌い など，
自分に関する簡単な事柄について，音声で十分に慣れ親しんだ簡単な
語句や基本的な表現を用いた例の中から言葉を選んで書く活動。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
小学校における「書くこと」に関する記述です。　
（ア）は、文字の読み方が発音されるのを聞いて、活字体の大文字、小文字を書く活動です。
（イ）音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句を書き写すです。
（ウ）は、音声で十分に慣れ親しんだ基本的な表現を書き写すです。
（エ）は、音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を用いた例の中から言葉を選んで書くです。（クリック）

以下は補足説明
（ア）は、文字の読み方が発音されるのを聞いて、活字体の大文字、小文字を書くのです。例えば、My name is Hana. H-a-n-a の名前の部分を聞き取り、書くということなのです。
（イ）音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句を書き写すのです。例えば、I want to go to (   ). の（　　）に国の名前が書かれてある一覧表から選んで、書き写す活動などが考えられます。
（ウ）は、音声で十分に慣れ親しんだ基本的な表現を書き写すのです。 表現を書き写す活動なので、例えば、行きたい国でやってみたいことを示されている英語表現の中から選び、書かれている英文を見ながら一文を書き写す活動などがこの（ウ）に入ります。    
（エ）は、書き写すではなく、書く活動とされています。例となる表現を書き写すだけでは自分に関する事柄を表現できない場合、例を参考にしながら、自分の考えに沿って、一部を別の語に変えて書く活動を示します。
この活動では、紹介したい内容を考え、例を参考にして語順を意識して書くことが求められます。児童が言葉を選びながら、伝えたいことを書き写せるような例をしますことが大切です。




学習指導要領解説から 「書く」と「書き写す」

• 「書き写す」とは，語句や文を見ながらそれらをそのまま書くことである。

• 「書く」とは，例となる文を見ながら，自分の考えや気持ちを表現する

ために，例となる文の一部を別の語に替えて書くことである。

例えば，自分が好きな人やことを他者に紹介する活動において，

“I like baseball. My favorite baseball player is ～.”を例としなが

ら，自分の考えや気持ちを表現 するために，語順を意識しなが

ら，baseball などの語を替えて，“I like music. My favorite 

musician is ～.”と書くことである。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
これは学習指導要領解説に書かれている説明です。
（読み上げる。）（「例えば｝以降は簡単に。）



（ア）（エ）の「書く」活動について

（ア）文字の読み方が発音されるのを聞いて，活字体の大文字，

小文字を書く活動。

（エ）相手に伝えるなどの目的をもって，名前や年齢，趣味，好き嫌い

など，自分に関する簡単な事柄について，音声で十分に慣れ親し

んだ簡単な語句や基本的な表現を用いた例の中から言葉を選ん

で書く活動。

何も見ることなく児童が自分
の力で書くことができるよう
になることを求めている。

何も見ないで書ける
ようになる段階まで
は求めていない。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
先ほど確認した「書くこと」に関する記述（ｱ）と（エ）の「書くこと」についてもう少し詳しく見てみましょう。

（ｱ）は，（クリック）何も見ることなく児童が自分の力で書くことができるようになることを求めている。

一方で，（エ）では，「例の中から言葉を選んで」と示していることからも分かるように，（クリック）何も見ないで書けるようになる段階までは求めていない。
換言すれば，（エ）のような活動に取り組ませる際は，児童が言葉を選んで書くことがで きるよう，例となる語句や表現を示すことが必須となります。




小学生と中学生の交流授業

• 中学生による

「話すこと（やり取り）」の

デモンストレーションも一案です。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
動画の授業では、中学生がデモンストレーションをしてくれました。しかし、この画面にあるような文字を書く活動が小学生に取って適切であったかどうかは、事前の打ち合わせでさらに詰める必要があったかもしれません。
本動画では、髙山先生が途中で小学生に対して「日本語でメモしてもよいです」と言ってくださったので、小学生は安心して活動ができました。

小学校における指導が、「書き写す」が中心であるので、あえて「書くこと」ではなく、「話すこと（やり取り）」にし、（クリック）中学生同士が自己紹介をし合うようなデモンストレーションをやってみるというアイデアもありますね。中学生らしい自然なやり取りを、小学生にとっての良きロールモデルとすることができれば、小中の交流授業がより質の高いものになってくるはずです。



教えることの効用

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
中学生が小学生に教える場面です。
小学生にとって、身近なお兄さん、お姉さんに教えてもらい、質問もしやすくなったことでしょう。理解が進んだ児童もいるでしょう。中学生に対する憧れを持った児童もいることでしょう。
とても微笑ましいいい場面ですね。
一方、中学生にとっては「人に教える」ということで、より自身の理解を深めているわけです。（クリック）

これはラーニングピラミッドと呼ばれるものです。ご存じの方もいらっしゃると思います。「主体的・対話的で深い学び」につながる「アクティブ・ラーニング」という言葉が出てきた際に注目された図です。
アメリカ国立訓練研究所の研究によるものです。ピラミッドの頂点の「講義」から一番下の「人に教える」に行くに従って「学習の定着率」が上がるというものです。この図に当てはめてみると、中学生にとっても自らの学習が定着しやすくなると言えるでしょう。私を含め、学校で教えている多くの先生方のにとっても、「人に教えること」が学習の定着につながることは体験的に感じることができるのではないでしょうか。
一言申し添えれば、学者によっては、この図には根拠が薄いと言っている方もいるようです。

補足説明
ここで「三単現のs」を扱っています。小学校の教科書では、三人称であるHeやSheはcanとともに出てきます。つまり三単現のｓには触れていません。また、三人称単数現在などの文法用語にも触れていません。
そのあたりのことを事前に小学校・中学校の先生方で打ち合わせができるとよいですね。



発展的な学習

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
パートナー紹介。学習したことを発展させるねらいはとてもよいですね。
今回は、小中の交流授業は初めての試みでした。

今後、このような取組が続いていくと思いますので、今回のパートナー紹介の場面では、他の児童生徒とのその場で質問を出し合うなどのやり取りに発展させることができたらさらに素晴らしいですね。



ペアからグループ、グループから全体へ

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ペアで練習し、グループでその成果を出し合い、最後にクラス全体の前で発表する。この流れはとても自然でよかったですね。

特に、小学生にとっては、年上の中学生の前で発表するのは「とても勇気がいることだったはずです。
しかし、そこでの頑張りを中学生や小学生みんなから認めてもらえたということは、間違いなく達成感を得ることにつながり、次の学習への動機付けになったはずです。

中学生にとっても小学生の頑張りを見てよい刺激を受けたはずです。
本講座へ参加されている先生方の学校や地域においても、小中の「児童・生徒のつながり」を生かした取組を進めていってほしいと思います。
動画に出てきた児童・生徒の姿がその成果を見事に現してくれています。



小中接続の具体例

• 授業参観

• 年間指導計画の交換等

• 指導方法等についての検討会

• 授業参観後の研究協議

• 小中連携したカリキュラムの作成

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最後に、8月の講座でも申し上げたことをお示ししてまとめとします。
ここに示したようなことをぜひ実践してください。
（読み上げない）



＋αとして（提案）

・中学校の教員が、小学校で出前授業をする。

•小中学校の教員が、お互いの学校でティーム・ティーチング
をする。

•小中学校の教員が、合同で学習指導案を作成する。

•小中学校の教員が、合同でワークショップを行う。



ご清聴ありがとうございました。

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
【時間がなければお礼を一言のみ】

本日は小中の接続を中心にお話させていただきました。これからの時代は、小中高、学校段階間の接続が重要になってきます。
学校種にとらわれず、どの校種でも共通な考え、共通なゴールを目指して児童・生徒を育てていきたいものです。
それはすべて「子どもたちのため」なのです。
ぜひ、先生方の地域で素晴らしい実践をしていただくことを期待して、講座を閉じさせていただきます。（クリック）

ありがとうございました。
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